
太
陽
光
パ
ネ
ル
が
並
び 、
い

く
つ
も
の
蓄
富
池
が
設
置
さ
れ

日3
 

月

て
い
る 。
熊
本
県
球
磨
村
で、

増
え
つ
つ
あ
る
光
景
だ 。

ヮ5

村
森
林
組
合
の
製
材
加
工
場

牢

も
そ
の一
っ 。
蓄
電
池
や
パ
ネ

D
 
矛年

ル
は
木
材
を
乾
燥
さ
せ
る
ボ
イ

冷3

ラ
ー

の
電
力
と
し
て
使
い、

2
 

〇

運
転
に
使
う
電
力
量
の
40
％
を

2

賄
う 。
扱
っ

て
い
る
の
は
球
磨

村
森
霞
力
（
球
磨
電）

。
2
0

-
1
8

年
に
で
き
た
会
社
だ
が 、

村
で
脱
炭
素
の
取
り
組
み
を

広
め
る
役
割
を
果
た
し
て
い

る 。村
は
20
年
7
月
の
九
州
豪
雨

を
機
に
温
暖
化
対
策
に 、
よ
り

）

力
を
注
ぐ 。

あ
の
日 、
村
を

-

横
断
す
る
球
磨
川
が
氾
濫
し 、

便

25
人
の
命
を
奪
い 、
3

割
に
あ

物這

た
る
約
4
5
0

世
帯
の
家
屋
に

郵3
 

厚

大
き
な
被
害
が
出
た 。
復
興
計

画
と
し
て
盛
り
込
ん
だ
の
が

「
脱
炭
素
の
む
ら
づ
く
り」
だ

曜日） 三云言
ロー

.
復
興
計
画
に

九
州
豪
雨
□
尋丁

相
次
ぐ
河
川
の
氾
濫
は 、
豪

雨
発
生
の
増
加
が
背
景
だ 。
温

月 、

児
栢
を
設
闘
す
る
蔀
道

体
を
た
た
く
な
ど
C一
身
体
航

府
累
や
政
令
市、
特
別
区
な
ど

虐
待」
は
4
件
だ
っ
た 。

全
国
78
自
治
体
に
調
査
を
実

通
告。
相
談
を
受
け
た
自
治

施 。
虐
待
の
通
告
。

相
談
の
時

体
は
28
自
治
体
で 、
半
数
超
の

期
や
件
数 、
内
訳
な
ど
を
集
計

42
自
治
体
は
ゼ
ロ
だ
っ

た 。
東

し
た 。

京
都 、
栃
木
県 、
宮
崎
瞑 、
大

17
5

20
年
度
の
通
告
ふm
談

阪
市 、
京
都
市 、
名
古
屋
市
の

件
数
は
2
S
7

件
だ
っ

た
が 、

6
自
治
体
は
「
宗
教
関
連
で
抽

21
年
度
は
25
件 、

22
年
度
は

出
で
き
な
い」
な
ど
と
し
て「
不

24
件
だ
っ

た 。
21
年
度
は
宗
教

明」
と
回
答 。
大
阪
府
は
17
S

可
2

世
の
実
態
が
テ
レ
ビ
番
組
で

21
年
度
が
「
不
明」
で 、
22
年

r
紹
介
さ
れ 、
22
年
度
は
銃
撃
事

度
は
0

件 。
堺
市
は
非
公
表
だ

写

件
後
に
宗
教
2

世
が
国
に
被
害
っ

た 。

の
救
済
を
訴
え
る
な
ど
し
た
こ

一
方 、
一
般
社
団
法
人
。

社

と
が
増
加
の
要
因
と
み
ら
れ

会
調
査
支
接
機
構
チ
キ
ラ
ボ
が

昨
年
9

月 、
宗
教
2

世
(
3

世

斤奉
る 。内

訳
（
複
数
回
答）
は 、
学

以
降
を
含
む）
を
対
象
に
イ
ン

校
に
行
か
せ
な
い
な
ど
の
「
ネ

タ
ー

ネ
ッ
ト

上
で
臼
っ

た
ア
ン

グ
レ
ク
ト」

（
育
児
放
棄）
が

ケ
ー
ト

で
は 、
回
答
し
た
1
1

芦
最
多
の
42
件 。
信
仰
の
強
制
な

3
1

人
の
89
％
の
約
1
0
0
0

っ
た 。気

候
変
動
に
よ
る
災
害
が
頻

発
す
る
中 、
湿
暖
化
の
原
因
と

さ
れ
る
二
酸
化
炭
素
(
C
o2)

を
削
減 。
公
共
施
設
な
ど
6

か

所
に
蓄
電
池
な
ど
を
設
置
し 、

家
庭
用
や
事
業
所
用
な
ど
の
電

力
需
要
の
8
％
を
賄
う 。
今
後

は
27
年
度
ま
で
に
80
％
に
伸
ば

し 、
30
年
度
ま
で
に
C
o2
排

出
量
実
賞
ゼ
ロ
を
目
指
す 。

松
谷
浩一
村
長
は
「
被
災
地

だ
か
ら
こ
そ 、
温
暖
化
に
向
き

合
う
意
味
が
あ
る」
と
強
調 。

球
磨
電
の
代
表
中
嶋
崇
史
さ
ん

(
38)
は「
災
害
を
き
っ

か
け
に 、

閲
心
の
高
ま
り
を
感
じ
る 。
脱

炭
素
を
通
じ
て 、
林
業
の
競
争

力
強
化
や
荒
廃
農
地
の
再
生 、

暮
ら
し
や
す
さ
の
向
上
な
ど
に

つ
な
げ
ら
れ
た
ら」
と
取
り
組

み
の
広
が
り
も
期
待
す
る 。

圃
取
り
組
み
広
が
る

球磨村 太陽 ‘

製材加工場の蓄電池について説
明する球摩電代表の中嶋さん。
温暖化対策にもつながっている

(6月 19曰、熊本集球磨村で）
枷

待
を
受
け
た
か 、
当
時
は
気
付

け
な
か
っ
た」
と
証
言
す
る 。

厚
生
労
働
省
は
22
年
12
月 、

宗
教
を
巡
る
虐
待
の
対
応
指
針

を
初
め
て
策
定 。
礼
拝
の
長
時

間
強
要
な
ど
虐
待
の
事
例
を
明

示
し 、
虐
待
に
該
当
す
る
場
合

は 、
一
時
保
護
な
ど
を
行
う
よ

う
児
相
な
ど
に
求
め
た。

愛
知
瞑
立
大
の
村
田一
昭
准

教
授
（
子
ど
も
家
庭
憚
祉
論）

は
「
子
ど
も
は
自
ら
被
害
を
言

い
出
し
に
く
く 、
周
囲
の
大
人

が
異
変
に
気
付
く
こ
と
が
重

要 。
児
相
と
の
連
絡・
調
整
を

担
う
ス
ク
ー

ル
ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
カ
ー

を
学
校
に
常
勤
配
置
す

る
な
ど
子
ど
も
を
見
守
る
体
制

を
強
化
す
べ
き
だ」
と
し
て
い

る 。

＂
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暖
化
が
要
因
と
さ
れ、
国
連
の

「
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間

パ
ネ
ル
(
I
P
C
C)
」
が
今

年
3

月
に
ま
と
め
た
親
告
書
で

は 、
C
o 2
の
排
出
置
削
減
な

ど
に
つ
い
て
「
今
後
10
年
間
の

逮
択
と
行
動
が
数
千
年
に
わ
た

り
影
響
を
写
え
る」
と
警
告
し

て
い
る 。

熊
本
県
で
は 、
球
磨
川
流
域

の
6

市
町
村
を
含
む
計
26
市
町

埼1時間当たり50％以上の雨の回数と
十写由mpn遠輯
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導 進む

ら

大雨増温暖化影響か
気象庁によると、大雨の発生回数は年々

増えている o強い雨ほど増加率が大きく、温
暖化が影響している可能性があるという。

1 時間当たり 50ミリ以上80ミリ未満の「非常
に激しい雨」や80ミリ以上の「猛烈な雨」の
発生件数は、 2013~22年では年平均328回。
統計を取り始めた1976~85年（平均226回）
と比べると 1.5倍で、 100ミリ以上では 2 倍と
なる。

二酸化炭素などの濃度が高まって気湿が
上がると、空気がより多くの水蒸気を含む
ょうになる。その結果、大置の雨を降らす
という。国立環境研究所の分析によると、
特に九州西部では、梅雨前線に流れ込む水
蒸気が九州山地にぶつかり、雨を降らせる
例が多い。

村
が「
ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
シ
テ
ィ」

を
宣
言
し 、

50
年
ま
で
に
C

g
の
排
出
量
実
質
ゼ
ロ
を
目

標
と
す
る 。
19
年
の
台
風
19
号

で
停
電
し
た
群
馬
県
上
野
村
は

盛
ん
な
林
業
を
生
か
し 、
端
材

を
使
っ

た
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
な

ど
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー

利
用
を
行

う 。
電
気
の
地
産
地
消
を
進
め 、

災
害
時
に
備
え
る。

宇
都
宮
大
の
高
橋
若
菜
教
授

＾ 

●,J 生成Alの「国会答弁への活用」検討状況
（読売新聞調べ）

「筏討している」
(2雀庁）

, I賃食討しエ

主な課題
文部科学省

経済産業省、こども家庭庁

暖
化
を
肌
で
感
じ
た 。
電
気
を

こ
ま
め
に
消
す
な
ど
で
き
る
こ

と
か
ら
や
っ

て
い
く」
と
語
る 。

21
年
に
太
陽
光
パ
ネ
ル
を
設

置
し
た
「
こ
が
ね
俣
育
園」
は 、

約
60
％
の
電
力
を
賄
え
る 。
九

州
豪
雨
で
停
電
が
続
き 、
再
開

に
約
2

週
間
か
か
っ
た
た
め
に

設
置
し
た 。
電
気
料
金
が
約
2

割
下
が
っ
た
と
い
う 。
「
子
ど

も
を
預
か
る
施
設
と
し
て
電
力

確
侃
の
重
要
性
を
痛
感
し
た」 。

中
井
久
美
園
長(
62)
は
そ
う
語

る 。
被
災
地
だ
か
ら
こ
そ 、
で

き
る
こ
と
か
ら
始
め
な
く
て
は

い
け
な
い 。

（
山
之
内
大
空 、
坂
田
元
司）

内閣官房内閣法制局、人事院、
内閣府、宮内庁、公正取引委員
会、警察庁、個人情報保護委員
会、カジノ筐理委員会、金融庁、
消費者庁、デジタル庁、復興庁、
外務省、財務省、文部科学省、
厚生労働省、農林水産省、国土
交適省、環境省、会計検査院

「情報管理の安全性や作成文書
の正確性」

デジタル庁「過程や根拠が必すしも明確では
ない」

会計検査院「職員のチェックによる業務負担」
厚生労働省「要機密情報の取り扱い」

総務省、法務省、防衛省

A
 
檎
討
2
省
庁
の
ろ

ー＂

 
r 
喜

念
頭
に
活
用
を
考
え
て
い
く
と

表
明
し
た
こ
と
が
発
端
だ 。

読
売
新
間
が
6

月、
26
府
省

球
磨
村
住
民
の
意
識
は
変
わ

っ
て
き
た 。
小
中
学
校
で
昨
年

7
月 、
電
動
ス
ク
ー

ル
バ
ス
の

運
行
が
実
験
的
に
始
ま
っ
た 。

球
磨
中
3

年
の
多
方
佑
弥
さ
ん

(
14)
は
「
豪
雨
を
経
験
し 、
湿

鵬
変
わ
る
意
識

を
入
力
し
た
場
合
に
A
I

が
ど

う
学
習
し 、
ど
ん
な
形
で
漏
え

い
す
る
か
わ
か
ら
な
い
と
い
っ

た
理
由
が
挙
が
っ

た
ほ
か 、「
他

府
省
の
動
き
を
見
る」
と
の
声

も
多
か
っ

た 。

実
際
に
答
弁
作
り
を
担
う
現

場
の
若
手
官
燎
ら
は 、
ど
う
受

け
止
め
て
い
る
の
か 。

内
閣
人
事
同
の
調
査
で
は 、

答
弁
作
成
に
要
す
る
時
間
は
全

府
省
で
平
均
7

時
間
に
も
達

し 、
答
弁
の
当
日
未
明
ま
で
差

し
掛
か
る
こ
と
も
多
い 。
人
事

院
に
よ
る
と 、
入
省
10
年
未
満

の
総
合
職
の
早
期
退
職
者
は 、

2
0
2
0

年
度
(
1
0
9

人）

に
は
13
年
度
の
約
1
。
4
倍
に

な
る
ま
で
増
え
て
お
り 、
答
弁

作
成
に
伴
う
長
時
間
労
働
も
影

（
環
境
政
治
学）
は
「
被
災
地

が
率
先
し
て
取
り
組
む
こ
と

は 、
脱
炭
素
の
機
這
を
高
め
る

こ
と
に
な
る。
地
域
資
源
を
活

用
し 、
生
み
出
し
た
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
住
民
の
暮
ら
し
に
役
立

て 、
地
域
経
済
の
活
性
化
と
防

災
力
の
強
化
も
実
現
で
き
る」

と
話
す 。

拠
が
不
匪
な
場
合
は
確
認
か
�

大
変
に
な
る」
と
課
題
を
挙
げ

i

た。
内
閻
府
の
幹
部
は 、
「
今
一

は
慎
重
で
も 、
当
た
り
前
の
よ
一

う
に
業
絡
で
活
用
す
る
時
代
は
一

い
ず
れ
来
る
と
思
う」
と
語
っ

こ
。

↑
 一

方 、
あ
る
外
絡
官
捺
は「
答

弁
は
将
来
的
な
方
向
性
も
踏
ま

え 、
多
数
の
判
断
を
積
み
重
ね

て
構
成
さ
れ
る 。
過
去
の
デ
ー

タ
を
学
習
し
て
答
え
を
出
す
A

I
は
不
向
き
な
の
で
は
な
い

か」
と
批
判
す
る 。

元
経
産
省
職
員
の
狩
野
英
司

・
立
命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋
大
准

教
授
は 、
「
官
僚
の
働
き
方
改


